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Cellular ELISAの結果とFlow cytometryの結果は強い相関関係を認め、Cellular ELISA
で蛍光強度の定量化が可能であることを証明した。
　本論文は、抗体治療薬や腫瘍の骨転移抑制への応用が期待される多中心性骨肉腫細胞株
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